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みちのりグループにおける
チケット・データ連携の取り組みと今後の展望・課題

2022年1月21日
株式会社みちのりホールディングス

交通分野におけるデータ連携の高度化に向けた検討会
資料6
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みちのりグループ
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4,837人

経営共創基盤

みちのり
ホールディングス

100%出資

従業員

車両
（バス）

車両
（その他）

湘南
モノレール

107人

7編成21両
（鉄道）

みちのり
トラベル
ジャパン

4人

2,458台414台

928人

11台
（カーシェア）

岩手県北バス
グループ

・岩手県北自動車
・東日本交通
・みちのりトラベル東北
・浄土ヶ浜パーク
ホテル

・瑞光（旅館：四季
亭運営）

・宮古エコカーシェアリン
グ

543台

914人

6編成14両
（鉄道）

福島交通
グループ

・福島交通
・福交整備
・福島交通観光
・フクコーアド
・福交保険
サービス

196台

467人

81台
（タクシー）

会津バス
グループ

・会津乗合自動車
・会津トラベル
サービス

・ATS保険サービス
・あいづスタッフ

612台

980人

関東自動車
グループ

・関東自動車
・関東自動車整備
・関東ツアーサービス
・やしお観光バス
・那須交通

693台

1,417人

95台
（タクシー/ハイヤー）
220台（レンタカー）

茨城交通
グループ

・茨城交通
・運行マネジメント
サービス
・電鉄タクシー
・なの花交通バス
・ひたちなか海浜鉄
道（49%出
資）

100%出資

計

みちのりグループ
20人

※従業員数・車両台数は2021年8月31日時点
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みちのりグループ 事業概要
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交通

車両整備観光・旅行

タクシー

観光バス 路線バス 高速バス 運転士達

電車

モノレール

車両整備の風景ホテル

ロープウェイ

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1563423037/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90d2l0dGVyLmNvbS9uYXN1cm9wZXdheQ--/RS=%5eADB35jp3..OFXARBgjH30WFc.uov5Y-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTMmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnhRU253QVNYUXpmemtqVFZnczIwempsYlpFR3NuTVBwNTE1ZmpickI5d3JNWnZfbHhWamZ3bzY3dARwAzZZS2o2YUNJNDRDQTQ0T3Q0NE84NDRPWDQ0S200NEtuNDRLawRwb3MDMwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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持続可能な交通事業の実現のため技術革新による生産性向上を目指す
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交通モードの多様化

個別最適

個々のサービスの深化

全体最適

サービスの多様化

各サービスの連携

急速な技術革新

利用者接点の多様化

• サブスク
• ダイナミックプライシング
• セット販売
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標準化・オープン化と水平分業による相互連携の実現
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優れた利用者接点
(UI/UX、検索性、セキュリティetc.)

優れたサービス
（ダイヤ、ルート、乗り物、料金etc.)

交通事業者 IT事業者
需給情報の連携

=事業者間の連携

データの標準化 データ流通/Open化
≠無償化
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事業者間連携・優れたサービスを創る取り組み
東北エリア高速バス フリーパスチケット
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• インバウンド旅行者限定
• 東北6県／17の高速・乗合バス事業者の
指定路線・サービスが対象

• 2日間（6,000円）/3日間（8,000
円）で乗り放題
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事業者間連携・優れたサービスを創る取り組み
最適経路バス・事前予約バス
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買い物客向けのサービス

通勤型のデマンドサービス

路線バスの代替サービス

ナイトタイムサービス

コミュニティ内の移動サービス
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事業者間連携・優れたサービスを創る取り組み
MaaS
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茨城県ひたち圏域

ひたちMaaS実証エリア
（MaaSアプリの対象エリア）

バス1日周遊券
（高萩市エリア）

バス1日周遊券
（日立市エリア）

バス1日周遊券
（東海村エリア）

鉄道＋バス1日周遊券
（ひたちなか市エリア）

勝田～東京
高速バス

モビリティサービスの実証エリア

城南台エリア
（域内交通手段）

ラストワンマイルデマンド
（BRT接続交通）

グリーンスローモビリティ
（域内交通手段）

ひたちBRT自動運転
（基幹交通）

住民向け
MaaSサービス発掘
（高萩市エリア）

観光客向け
MaaSサービス発掘
（ひたちなか市エリア）
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事業者間連携・優れたサービスを創る取り組み
公共交通データHUBシステム
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Static data

みちのりグループ
A社のデータ

みちのりグループ
A社のデータ

公共交通データHUBシステム（PTD-HS）

みちのりグループ
各社データ

みちのりグループ外の
データ

標準的な
バス情報フォーマット
（GTFS-JP）

GTFS-RT

時刻、バス停、経路、
系統、運賃など

Real time data

みちのりグループ
A社のデータ
バスロケデータ

みちのりグループ外の
データ

標準API

乗換検索サービス（CP各社）

自社・地域サービス

新たな価値創造

書式変換/GTFS-JP

2018年にスタート
日本全国450以上の事業者、自治体（コミバス等）のデータを収録

（2022年1月現在）

※ジョルダン提供・運営

https://www.ptd-hs.jp/
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事業者間連携・優れたサービスを創る取り組み
高速バス向けのバスロケ

 バス停への到着ではなく、目的地への到着時間を正確に予測・提供するサービスの運用を開始。
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https://www.michinori.co.jp/pdf/20210924_PR_aizu.pdf
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データ連携の高度化を進める上で顕在化している課題
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内部のDX推進 連携データの標準化

• 表面的に技術活用は進んで
も、業務の多くが各社で個別
最適化され、業務フローがア
ナログ前提で標準化されてい
ない

• 業務フローの標準化とシステ
ム導入を推進する人材不
足・経済合理性の欠如

• データ連携が出来ているのはご
く一部で、フォーマットや連携方
法が規定されていないものが多
く、取り組みごとに連携する先に
よって進め方がバラバラ

各社個別の取組ではなく、業界で連携した取組が必要ではないか？
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課題解決に向けたチャレンジ
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岩手県北バスのデータ連携・活用 茨城DXプロジェクト

MaaS共通基盤
（茨城DXPJにて運用）

運行情報、運賃・チケット情報
チケット発券、精算

多様なアプリで販売

• 地域の異なる会社が販売のためのデータ
を共通で保持、提供し、多様な販路で
販売するモデルを実現

• 異なる企業間でバス停の名称やIDを統
一化しデータ流通を効率化

ダイヤ
システム

マスタメンテ バスロケ

ICカード
システム

マスタデータの
一元化

データ連携
（GTFS）

実績データ

分析・見直し
（PDCAサイクル）

• 業務フロー全体を見直し、データの利活
用を想定したシステムを設計

• 事業者自らがビジネスの方向性を見定
め、システムの仕様を規定
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課題解決に向けたチャレンジ
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地域連携ICカード
地域交通機能 Suica機能

関東自動車

JRバス関東

宇都宮
ライトレール
（2023年～）

JR在来線
（栃木県域）

栃木県域・宇都宮地区「totra」

 2021年3月21日サービス開始
 乗継割引や福祉ポイントなどの共通サービス
 JR在来線ともSuica利用、連絡定期券で連携し、
地域内のシームレスな交通ネットワークを構築

●青森「AOPASS」

秋田「AKICA」●

●山形「cherica」

●群馬「nolbe」

★八戸「ハチカ」

★岩手「IGUCA」

2022年春 導入予定エリア

エリア拡大
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さらなる連携加速のための論点
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検討余地のある論点 現状

• 予約商品（在庫商品）の連携 • 利活用されている在庫管理システムは少
なく、API連携も進んでいる

• 交通事業者間の連携商品造成 • 許認可の届出フローがモード毎に異なり、
手順が複雑

• 遅延などのイレギュラー時のデータ連携 • フォーマットの共通化よりも、各現場でのイ
レギュラー時のデジタル化が先決。

• チケットの利用実績に応じた精算 • 事業者同士のルールを支えるベンダーの
支援があれば解決

• 商品情報の共有化（企画乗車券などの
通用範囲などの情報）

• 販売運賃などの最低限の情報だけでは販
売ページ作成などが共通化されない

• 企画乗車券などのチケット規格が異なるた
め、販売チャネルをまたいだ販売が困難

• アプリごとにチケットが乱立し、連携のため
にはアプリを寄せる必要性。
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競争領域と協調領域の切り分け
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競争領域 協調領域

デジタルチケットの券面（デザイン・利用フロー）

セキュリティ対策（キセル、不正払戻しなど）

商品情報の管理項目・プロトコル

顧客獲得（UI/UX,プロモーション）

ビッグデータ（利用実績・ニーズ）

サービスバリエーション／価格
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【論点整理】 社会全体でのデータの利活用に向けて

公共交通全体の生産性向上には、事業者の自発性に基づいて全体最適が重要

取り組みにおいて、「標準化」と「データ連携（オープン化）」がカギ

個別事業者での取り組みには限界があり、業界での連携が必要ではないか

連携における競争領域と協調領域を意識して取り組みを進めるべき

 デジタルチケットのデザイン（検札の手間の削減）

不正防止（業界全体での知恵の共有）

 デファクト化しているプラットフォームの利用（iOSやAndroid、Suica etc.)
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